
、

新緑がますますまぶしく感じる季節となりました。米子市内の全ての小・中学校（組合を含む）に

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）が導入され、１年が経過しました。

保護者の皆さまや地域の皆さまには、日頃から各学校での取組みにご理解とご協力をいただき、誠

にありがとうございます。

各小・中学校において、今年度の第１回学校運営協議会が開催され、学校運営方針やめざす子ども

像を委員の皆さまと共有し、今年度の取組みがスタートしたところです。

コミュニティ・スクールの取組みを知っていただく機会として、各学校での取組みについて、毎月

紹介していきます。

〇そもそもコミュニティ・スクールって何？

「学校運営協議会」を設置している学校のことを言いますが、学校と家庭、地域が連携し、「地

域とともにある学校づくり」を進めていく仕組みがコミュニティ・スクールです。

〇「米子市版コミュニティ・スクール」とは？

「地域に学び 地域とともに進める 笑顔と感謝でつながる学校づくり」を基本方針に

●地域の特性を生かし、より豊かで創造的な小・中９年間の教育活動を地域とともに行う

●地域ぐるみで効果的に子どもを育む、持続可能な体制づくりを行う

●お互いの顔がわかる関係づくりを基盤に、学校を核とした地域づくりを推進する

上記を重点に取り組んでいます。

学校・家庭・地域が連携、協働し、子どもたちの成長を見守るとともに

豊かな育みの場づくりを進めていきましょう！

今月は淀江中学校区の取組みを紹介します

淀江小学校では一昨年からグラウンドゴル

フクラブが立ち上がり、地域のグラウンドゴ

ルフ同好会と年3回程度定期的に交流会を開

催しています。

もちろん地域の皆様に教わりながらです

が、中にはホールインワンを達成した児童が

出てくるなど、和やかな雰囲気で交流を続け

ています。



淀江中学校では、昨年度鳥取県教育委員会と米子市教育委員会共催で「中学生トークプログ

ラム事業（チャチャチャ・プログラム）」を開催しました。これは、中学生が地域の方や大学生と

出会い、世代を超えた多様な価値観に触れて語り合うことで、社会への興味・関心を深め、少し

先の将来の目標について考えるプログラムです。

中学１年生７７名と島根大学の大学生２２名、地域の大人４０名が参加し、６～７人のグル

ープとなり、６種類のトークテーマについて、それぞれの考えを語り合いました。

学校運営協議会では地域学校協働活動推進員をコーディネーターとして、校区３つの公民館

の協力のもと、地域の方にプログラムへの参加を呼びかけました。

当日参加してくださった地域の方々からは、「中学生の考えを聞けておもしろかった」「孫の

ような中学生と話で盛り上がって楽しかった」などの声がありました。

米子市教育委員会は、４月２８日(月)

に今年度から新たに各学校の学校運営協

議会委員となられた方を対象に、「コミュ

ニティ・スクール推進研修会」を開催し

ました。

～令和 7年 5月末発行～

（お問い合わせ）生涯学習課 23-5442、学校教育課 23-5435


